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報告事項１ 越前たけふ駅シャトルバスの運行終了について

 １ 運行及び利用実績
〈実績〉 令和6年3月16日～令和6年12月31日

運行日数：291日 運行便数：18便/日 5,238回
利用者数：9,573人

1便当たり1日あたり3/16～１２/3１

降車乗車降車乗車降車乗車

1.81.8３２．9３２．99,5739,573

大河ドラマ館
開館時間

（単位:人）

〈大河ドラマ館終了後〉 令和7年1月1日～1月15日現在
運行便数：18便/日 利用者数：１５０人

1便当たり1日あたり1/1～１/15

降車乗車降車乗車降車乗車

0.60.610.010.0150150

 ２ 運行終了について
運行終了日：令和７年３月１５日（土）
理 由 ：北陸新幹線開業時から北陸デスティネーションキャンペーンや大河ドラマ館などによる誘客を見込んでシャトル

バスを運行していたが、開業から１年経過したことから、今後は持続可能なデマンド交通やタクシーへ移行を図
り、運行を終了する。（事業費44,134千円 運賃収入5,000千円見込）

 ３ 越前たけふ駅からの二次交通について・
午前８時～午後５時（月火木土）は、デマンド交通にて対応し、水・金・日曜及び早朝夜間については、タクシー事業者

の協力によりタクシーでの対応とする。これまでの利用実績からデマンド交通とタクシーでのカバーが可能と考える。
・デマンド交通 運行時間 午前８時～午後５時（運行曜日 月火木土）
・タクシー事業者 営業時間 午前０時～午後１２時（24時）（対応可能な事業者あり）

（単位:人）
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報告事項２ デマンド交通実証実験の状況について

デマンド交通実証実験の状況について（第2次実証実験）

（１）地区別登録者及び利用者

令和６年１２月３１日現在（Ⓒ）令和６年９月３０日現在（Ⓑ）令和６年３月３１日現在（Ⓐ）

利用回数利用割合利用者登録者利用回数利用割合利用者登録者利用回数利用割合利用者登録者

６８８3８％４２１１２４７８３２%２０６３207２５%１４５６味真野

７２21％１１５２６８３０%９３０３７１４%３２２粟田部

９４２４％１６６８６８２０%９４５２３１６%６３７岡本

７７５０％１９３８４０６１%１１１８８４５%５１１北新庄

２６１２４％1９８０１４５２１%１２５７７１０%４４１北日野

２０14％６４３０ー０１０ー００神山

２１２２％６２７０ー０００ー００王子保

４９％３３５０ー０００ー００南中山

１３１３％６４８０ー０００ー００服間

１０３２７％２４８９６４２９％１８６２２４３３％１４４３その他地区

３４１２４%９０３７０２１２２６%５４209１１２２６%３４１３３市外

1,694２５%２４２９６２1,075２７％１３３４８５４１８23％８０３４３合計

＋619
（+58％）

＋109
（+82％）

＋477
（+98％）

＋657
（＋157％）

＋53
（+66％）

＋142
（＋41％）

R6.3月末比Ⓐ→Ⓑ
R6.9月末比Ⓑ→Ⓒ

第
１
次
実
証
実
験

第
２
次
実
証
実
験

（２）乗合率
令和６年３月 １．１２人 令和６年９月 １．１７人 令和６年１２月 １．３９人
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報告事項２ デマンド交通実証実験の状況について

デマンド交通実証実験の状況について（第2次実証実験）

①説明会等での市民からの声
・路線バスや市民バスよりデマンド交通の車両が高く、足の悪い高齢者

が乗れるのか不安
・シルバーカーは乗せることが出来るのか、シルバーカーがないと降り

てから移動ができない。
・高齢者の電話予約がスムーズにできるかが不安（近くの建物を言って

もオペレーターは県外の人のため停留所がわからない。）
・乗りたい曜日に運行していない。

③今後の課題
・高齢者が利用しやすい車両や
運用の見直し

・乗合率や利用者を増やす対策
・運行曜日や運行時間の拡充
・車両の小型化と台数の追加
・エリアの拡大

②運行事業者からの声
・実証実験エリアを拡大していく中でタクシー事業との住み分けをどうするか。
・市民バスで行っている高齢者へのサポート程度はデマンド交通でも可能である。

（ステップ設置や乗降補助）
・配車時の乗降時間を長く設定してほしい。

（高齢者は乗降に時間がかかり到着時間が遅れる。）
・停留所表示をわかりやすくして欲しい。
・狭い道路にある停留所は、降雪の際ジャンボタクシー型車両では入れない。

（４）現状と課題

（３）第2次実証実験及び市民バスからデマンド交通への移行に伴う説明会開催状況
令和６年度 町内および各種団体説明会、出前講座等 ４７団体 約１，０００人（１２月末時点）

令和７年度 説明会および登録会随時開催

市政出前講座：高齢者「いきいきふれあいのつどい」の自主講座メニューとして案内

対象団体 第一次エリア６３団体、第二次エリア３８団体
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 実施範囲 /

報告事項３ 自家用有償旅客運送について

 自家用有償旅客運送の目的 ・
越前市西部地区にある坂口地区・白山地区において、交通が不便な中山間地域の高齢者や小・中・高校生

などの移動制約者が自由に移動できる交通手段を確保するとともに、住民同士の支え合いによる外出機会を

創出し、生活水準の向上と住民同士の交流による地域全体の活性化を図ることを目的とする

運行エリア:越前市内全域

・発着地又は発地若しくは着地のいずれかが白
山地区内であること。

・発着地は、公民館、各利用者の自宅（ただし、
個人宅訪問を目的とした発着は不可）小売店、
公共施設、病院及び公共交通の駅や停留所に限
る。

・発着地としない例：パチンコ店、風俗店、雀
荘など

ー 越前市
ー 白山地区
ー 坂口地区

坂口地区自家用有償旅客運送「うららのりねぇ～のGO 」 運行日の変更について
報告
事項
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越前市運営主体

サポートさかぐち委託先

令和５年８月～令和６年６月（実証実験）
令和６年７月～（有償運行）

期間

週２日（木・金）、第２・第４水曜日
および不定期に部活動等の送迎

運行日

一般利用者 往復500円（片道250円）
中学生以下 往復200円（片道100円）

利用料

報告事項３ 自家用有償旅客運送について

越前市運営主体

サポートさかぐち委託先

令和５年８月～令和６年６月（実証実験）
令和６年７月～（有償運行）

期間

週２日（木・金）、第２・第４火曜日
および不定期に部活動等の送迎

運行日

一般利用者 往復500円（片道250円）
中学生以下 往復200円（片道100円）

利用料

〈変更前〉 〈変更後〉

〈理由〉市民バスのろっさ「坂口・神山ルート」坂口分の廃線に伴い、市民バス利用者より火曜日の運行
を望む声があったため。（市民バスのろっさ「坂口・神山ルート」は、毎週火・土曜日に運行する。）

令和７年４月１日より、「第２・第４水曜日」を「第２・第４火曜日」へ変更し、運行する。

報告
事項

坂口地区自家用有償旅客運送「うららのりねぇ～のGO 」 運行日の変更について
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報告事項４ 地域公共交通計画案について 

1 
 

                                              

案件名 越前市地域公共交通計画（案）について 

趣旨 北陸新幹線越前たけふ駅が開業し新たな交通結節点ができたことにより、交通ネットワークの見直しが求められている。 

新たな交通手段であるデマンド交通や自家用有償旅客運送による実証実験運行を進めており、既存の公共交通との組合せや新

交通システムへの移行により、持続可能な地域交通ネットワークの形成を図り、市内の公共交通を最適化した地域公共交通施策

に取り組むため、本計画を策定する。 

意 見 提 出 者 数

（件数） 

パブリック・コメント 1９件 

策定委員会等 ９件 

議会 １０件 

合計 ３８件 

 

No 該当する箇所 意見聴取方法 意見の要旨 越前市の回答 

１ ・表紙 

・P１８ 

【市内を運行する様々

な公共交通】 

公共交通対策特別

委員会 

（令和６年１２月１６

日） 

表紙の写真は JR 越前たけふ駅の

写真であるが、鉄道駅の写真なら

ハピライン武生駅の写真の方が望

ましいと思う。また、バスやタクシー

の写真も必要ではないか。将来の

計画の展望としてデマンドタクシー

や自家用有償旅客運送の車両の写

真も入れるなど、一目で「地域公共

交通」がわかる写真（図面）に変更

してみてはどうか。 

表紙の写真については、ご意見のとおり、本市が新し

い地域交通として導入を検討しているデマンド交通や自

家用有償旅客運送の写真に変更しました。 

その他、鉄道やバス、タクシー、自動運転など市内を

運行する様々な公共交通については、実証実験のもの

を含め、計画案 P１８に車両の写真を掲載しました。 

 

２ P２４ 

２ 地域公共交通の現

況 

第４回越前市地域公

共交通活性化協議

会（令和６年１１月６

・路線バスの路線ごと年度別の記

載があるが、時間帯別利用者数や

福祉バス利用者数の提示をしても

時間帯別利用者数については、IC カード利用の場

合、乗降データの抽出による時間帯別利用者数を把握

できますが、IC カード利用以外の定期利用及び定期外
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報告事項４ 地域公共交通計画案について 

2 
 

（１）利用動向 運行

状況及び利用状況 

②公共交通利用者

数の動向 

エ 路線バス 

日） よいのではないか。 利用の利用者数については、乗降データがないため、時

間帯別利用者数全体の記載が難しい状況です。 

なお、福祉バス利用者数については、P24 に記載しま

した。 

３ P２８～２９ 

２ 地域公共交通の現

況 

（１）利用動向 運行

状況及び利用状況 

②公共交通利用者

数の動向 

キ 自家用有償旅客

運送 

公共交通対策特別

委員会 

（令和６年１２月１６

日） 

なぜ、坂口、白山の２地区は自家用

有償なのか、必要性を記載しておく

べきではないか。 

坂口、白山地区での自家用有償旅客運送の必要性や

白山地区での運行概要について、計画案 P28～２９に

追記しました。 

追記内容（事業の必要性）： 

坂口地区、白山地区では、バスの便数が少ない、まち

なかまで行くのに時間がかかるなど、車を持たない高齢

者や子どもの移動が不便であるという地域課題がありま

した。 

そこで、2地区とも、福祉サービスによる移動支援を行

っている実績があったことから、これまでの地域の経験

や人材を生かしながら、市の委託事業として自家用有償

旅客運送事業を実証実験から開始し、地域の実情やニ

ーズに合わせた運行形態を検証しています。 

4 P２１～２３ 

公共交通利用者数の

動向 

P３０～３１ 

公共交通別運営・支援

状況 

公共交通対策特別

委員会 

（令和６年１２月１６

日） 

福武線・ハピラインふくいの課題、

支援内容の資料を掲載してはどう

か。 

 

福武線及びハピラインふくいについて、本市における具

体的な課題や支援内容については、P２１～２３の「公共

交通利用者数の動向」及び P３０の「公共交通別運営・支

援状況」に記載しました。 

５ Ｐ３２ 

３ 公共交通の課題 

（２）公共交通に対す

パブリック・コメント 

（東地区 5０代） 

・公共交通に対する市民満足度の

向上（P３２他）  市民バスや路線

バスの運行日や本数が少なく、１本

市民バスの市街地循環２ルートは１日あたりの８便運

行しており、市民バス利用者の７割を占め、通勤通学や

買い物、通院など移動ニーズにあった公共交通の提供
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報告事項４ 地域公共交通計画案について 

3 
 

る市民満足度の向上 

Ｐ４２ 

②－１ニーズに応じた

デマンド交通の運行、

利用促進 

乗り遅れると次のバスが何時間も

ないので、利用しづらいとの声を聞

く。  

 【対策】  朝・夕の利用が確実な

時間帯は定期便運行を実施、その

他の時間帯はデマンド運行するな

どどの時間帯でも市民バスや路線

バスを長時間 待つことがないよう

な運行態勢を整備する。 

ができています。一方で、郊外ルートについては、運行日

や便数が少なく、利用人数も少ないという現状です。 

本市では、こうした公共交通の現状を踏まえ、多様な

移動ニーズに対する新たな公共交通として、デマンド交

通や自家用有償旅客運送などの導入を行っています。 

ご意見にあった時間帯によって定時定路線と予約型

の運行を使い分けるといった方法も含め、既存の交通の

見直しと公共交通ネットワークの再編について検討して

いきたいと考えています。 

６ P3４ 

基本方針 

P４０ 

目標①安全に、安心し

て移動できる「公共交

通」 

①－1 市民バス「のろ

っさ」の安定運行、再

編 

パブリック・コメント 

（味真野地区 60 代

以上） 

・味真野地区方面の市バス「のろっ

さ」が全面廃線され、国高方面の交

通網が閉ざされ困っています。せめ

て減便にしてほしい。同じ税を納め

ているのに不公平差を感じます。基

本方針のつなぐ、つながる…とあり

ますが、味真野地区はつなぐ、つな

がるがなされてないように思いま

す。 

味真野地区では令和 5 年 10 月より、デマンド交通と

いう予約制の乗合交通の実証実験を開始しました。定時

定路線で１日４便、週２回運行の市民バスからと比較す

ると、週４日午前８時から午後５時まで停留所間の自由

な移動ができる便利な移動手段です。 

また、令和６年１０月からは、特に味真野地区でご要望

の多かった越前たけふ駅での乗り継ぎをなくし、１乗車で

まちなかまで行けるよう、利便性を向上させました。引き

続き、利用者の皆様には、デマンド交通の利用登録のサ

ポートを行いながら、制度周知や利用促進を行ってまい

ります。 

国高方面や駅前にも、味真野地区から便利に移動が

できますので、ぜひデマンド交通をご利用ください。 

７ P３４ 

基本方針 

P５１④－４公共交通

ネットワークの最適化 

P５６～５７ 

第３回越前市地域公

共交通活性化協議

会（令和６年１０月４

日） 

・持続可能な公共交通体系を構築

する必要がある。交通も適材適所

でなくてはならない。新交通だけで

なく、既存の交通をどのように生か

していくかということも重要である。

本計画の基本方針を「つなぐ つながる 新・交通まち

づくり」～安全と安心を実感できる持続可能な公共交通

ネットワーク～としており、既存の公共交通と新しい交通

を組み合わせ、適材適所での使い方を通じて、公共交通

ネットワークの最適化を図るとともに、効率的な移動がで
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報告事項４ 地域公共交通計画案について 
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第４章 地域公共交

通確保維持事業 

残すべき幹線の利用促進について

も交通計画に入れるべき。 

きる交通環境を目指していきたいと考えています。 

既存の交通である市民バスや路線バスについても、

必要な見直しを行いながら、利便性の確保と安定運行に

努めていきたいと考えており、第４章「地域公共交通確

保維持事業」の２において、路線バスや市民バスについ

ても公共交通の位置付け・役割、路線確保の考え方につ

いて整理したものを明記しています。 

８ P３５ 

目標①安全に、安心し

て移動できる「公共交

通」 

第２回越前市地域公

共交通活性化協議

会 （令 和６ 年８ 月６

日） 

・目標①について、「安心して乗り続

けられる」という文言を「安心して移

動できる」などに変更できないか。 

 

下記のとおり表記の変更、追記を行いました。 

目標① 「安全に安心して乗り続けられる」→「安全に

安心して移動できる」に変更しました。 

９ P３５ 

目標②生きがいと移

動の楽しみを実感で

きる「地域交通」 

第２回越前市地域公

共交通活性化協議

会 （令 和６ 年８ 月６

日） 

・公共交通に対する市民の理解、市

民への周知を積極的に行い、市民

の意識を高める文言を含めてもい

いのではないか。 

下記のとおり表記の変更、追記を行いました。 

P42 目標② 生きがいと移動の楽しみを実感できる

「地域交通」の中に、公共交通についての分かりやすい

情報発信を追記しました。 

１０ P３７ 

公共交通ネットワーク

の再編（イメージ図） 

公共交通対策特別

委員会 

（令和６年１２月１６

日） 

地区別のゾーニングが粗い。デマン

ド交通は、地区別ではなくもう少し

詳しく〇〇谷、奥の町内などのゾー

ン分けが必要ではないか。このゾー

ニングに関する説明を地区別に掲

載してはどうか。 

計画案 P３７の地図上で、地域交通として緑色でゾー

ニングしているエリアのうち、デマンド交通については、

地区単位で運行エリアを追加しながら段階的に実証実

験を進めており、町内単位などのゾーニングは行ってい

ませんので、地図上に地区名のみ記載しています。 

乗降する停留所については、すべての町内において、

半径 250ｍ以内に１箇所以上設置することを基本として

いますので、町内によって、あるいは平地、山間によって

自宅から停留所までの距離に大きく差が出ないよう配慮

しています。 

また、地域交通のゾーニングの注釈として、デマンド交

通・自家用有償等と交通モード名を追記しました。 
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１１ P39～P５１ 

目標達成のための具体

的な取組内容とスケジ

ュール 

公共交通対策特別

委員会 

（令和６年１２月１６

日） 

18 の取り組み全てにスケジュール

を設定したことは評価できるが、全

てのスケジュールの期間が 5 年間

となっているため、スケジュール表

を見るだけでは取り組みを進める

迅速性に欠けると勘違いし間延び

した計画と感じてしまう。例えば、ス

ケジュール表の計画そのものを見

直す、またはスケジュール表の下に

「地域公共交通会議で進捗を諮る」

と書き加える、もしくは臨機応変に

対応していくという意図なのであれ

ば５年のうち途中の年度からスケジ

ュールの色の濃さを薄くする、もし

くは「実施スケジュール」の右後に

「イメージ」を書き加える、など実施

スケジュールの表現を見直した方

がよい。 

計画に位置付けた各施策や事業については、令和７年

度から評価指標の目標値と併せて、毎年進捗状況を確

認していく予定です。 

 その内容として、計画案 P39 の（２）目標達成のための

具体的な取組内容と実施スケジュールの次に、「目標ご

とに定めた施策や実施事業、実施スケジュール等につい

ては、計画期間中の５年間、越前市地域公共交通活性

化協議会において、年度ごとに進捗状況を諮り、計画全

体の進行管理を行っていきます。」と追記しました。 

１２ P39 

目標①－1 市民バス

「のろっさ」の安 定 運

行、再編 

P4１ 

①－3 広域路線バス

の運行支援と再編 

パブリック・コメント 

（北日野地区２０代） 

・日中走っている市民バス、路線バ

スで誰も乗っていない、数名しか乗

っていないバスをよく見かける。路

線の廃止、見直しだけでなく、必要

な人員を運べる適切な車両への更

新を検討し、効率的な運行に努め

てほしい。 

既存の定時定路線の市民バス、路線バスだけでなく、

P42 の目標②「生きがいと移動の楽しみを実感できる

「地域交通」」の実施事業に掲げたデマンド交通や自家

用有償旅客運送など様々な公共交通を組み合わせて、

目的地などに合わせて選択できるよう、公共交通の見直

しや再編を行っていきたいと考えています。 

見直し等にあたっては、需要と供給のバランスを考慮

し、取り組んでいきたいと考えています。 
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１３ 

 

P39 

目標①―１ 市民バス

「のろっさ」の安定運

行、再編 

P４4 

目標②―４ 公共交通

についての分かりやす

い情報発信 

パブリック・コメント 

（無記名） 

福井県は本当に車がないと不便な

県ではありますが、昨年から新幹線

の延伸によって少しは改善されるか

と期待していたのですが、武生駅の

バス時刻表も少しわかりにくいし、

武生駅～越前たけふ駅のバスもせ

めて 1 時間に 1 本はあるのかもしれ

ませんが、運賃が少し高い。時刻表

の配布を広報の中になど 1 部入れ

ていただけると幸いです。のろっさ

もそろそろ5 年前から変わっていな

いので改善を希望します。 

市民バスについては、特に郊外ルートにおいて運行日

や便数が限られていることから、利用者の多様な移動ニ

ーズにお応えできていないのが現状です。 

このため、本市では、定時定路線の市民バスや路線バ

スに代わる新たな交通として、予約に応じてルートを定

めずに停留所間を移動するデマンド交通の実証運行を

行っています。このデマンド交通は、ハピラインふくい武

生駅から越前たけふ駅まで１回４００円で利用できます。

市ホームページや市広報紙などでも利用方法などの周

知を行っていますので、ぜひご利用ください。 

既存のバスなどの見直しに加え、新しい交通の導入に

ついても検討し、公共交通ネットワークの最適化を図っ

てまいります。 

なお、市民バスについては、まちなかを走る市街地循

環ルートについては、今後、運行ルートやダイヤの見直し

についての改善を図っていく予定です。 

1４ P４０ 

目標①-2 3 つの鉄道

の運行支援、利用促進 

 

 

 

 

 

パブリック・コメント 

（鯖江市 40 代） 

・通勤通学など、速さと運賃からハ

ピラインの利用が増えているようだ

が、福井鉄道福武線が存続するよ

うに利用促進を図ってほしい。 

 

 

 

福井鉄道福武線は、３つの鉄道路線の一つであり、本

市の重要な広域的公共交通ネットワークとして位置付け

ています。現在、県をはじめ、沿線３市による福武線の維

持修繕に係る費用補助などの財政支援を行っているほ

か、毎年 10 月開催の「ふくぶせんフェスタ in 北府」への

支援など利用促進に努めています。 

今後も引き続き、県や福井鉄道、協力団体と連携しな

がら安定運行や利用促進への支援を行ってまいります。 

1５ 

 

P40 

目標①―２ 3 つの鉄

道の運行、利用促進 

パブリック・コメント 

（無記名 40 代） 

福井鉄道がイコカが使えるようにな

ってとてもありがたい。北府駅に券

売機が入ったのもありがたい。利用

福井鉄道福武線は、３つの鉄道路線の一つであり、本

市の重要な広域的公共交通ネットワークとして位置付け

ています。現在、県をはじめ、沿線３市による福武線の維
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者が減っていく中で、とても頑張っ

ていると思う。たまにしか乗らない

が、なくなると困るので、市としても

支援してほしい。 

 

持修繕に係る費用補助などの財政支援を行っているほ

か、毎年 10 月開催の「ふくぶせんフェスタ in 北府」への

支援など利用促進に努めています。 

今後も引き続き、県や福井鉄道、協力団体と連携しな

がら安定運行や利用促進への支援を行ってまいります。 

１６ P４１ 

目標①－４公共交通

に対する意識啓発と

利用促進 

P42 

目標②－１ニーズに応

じたデマンド交通の運

行、利用促進 

P44 

②－４公共交通につい

ての分かりやすい情報

発信 

第３回越前市地域公

共交通活性化協議

会（令和６年１０月４

日） 

・新交通システムが公共交通となっ

ていく。最適な交通を市民の方が

選んでいく。新交通システムや既存

の公共交通が持続可能で続いてい

くためには乗ってもらうことが重要

である。 

P41 目標①－４「公共交通に対する意識啓発と利用

促進」において、特に運転免許返納者や返納予定者に対

し、公共交通に慣れ親しんでもらう出前講座の実施等を

記載し、併せて、P42 目標②－１「ニーズに応じたデマン

ド交通の運行、利用促進」及び P４４ 目標②－４「公共

交通についての分かりやすい情報発信」において、利用

促進等を進める施策を記載しました。 

１７ P４２ 

目標②-1 ニーズに応

じたデマンド交通の運

行、利用促進 

パブリック・コメント 

（鯖江市 40 代） 

・高校生の通学が、以前に比べると

保護者送迎が非常に増えている。

学校周辺の交通渋滞や保護者負担

を考えると、バスも含め、デマンド

交通やライドシェアなど、通学時間

を短縮できる便利な通学手段がで

きるとよいと思う。 

車を持たない高校生の通学や高齢者の通院、買い物

など日常生活に必要な移動手段として、公共交通の果た

す役割は重要であると考えています。本市では、既存の

公共交通と合わせて、デマンド交通や自家用有償旅客

運送などの新たな交通を検討し、地域に合った利便性の

高い移動手段の導入を進めています。   

坂口地区や白山地区では「地域の移動や子どもは地

域で守る」という地域全体の方針のもと、中学生の課外

活動や高校生の通学の移動手段として、自家用有償旅

客運送を運行しているところです。 
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1８ 

 

P4２ 

②－1 ニーズに応じた

デマンド交通の運行、

利用促進 

パブリック・コメント 

（国高地区 70 代） 

デマンド交通については、何度か

新聞記事で見て、車がない人、特に

家族がいない一人暮らしの人にと

っては、便利な交通手段だと思う。

とはいえ、今の自分の車中心の生

活からは車を手放すことも、公用交

通だけで生活することも考えられな

い。 

国高地区は、スーパー、病院、銀

行などひととおりあって、便利な地

区だと思うが、それでも車がないと

自転車か歩くしかないのが現状で、

昔はみんなよく歩いたことを思うと

それだけ贅沢になったのだとは思う

が、買い物と通院だけの移動がで

きればいい、というものでもないと

思う。 

人とのつながりの機会を増やす、

人との交流を増やすために、外出は

不可欠で、買い物や通院以外の外

出にもこのデマンド交通を利用する

と社会が広がり、健康や生きがいに

つながり、幸福感も高まると思う。 

買い物や通院、通勤、通学のほか、地域活動や知人同

士でのお出かけなど、外出の機会を増やすことによって、

人や地域、社会とのつながりを通じて日常生活の質の向

上や、幸福感にもつながると考えています。  

新たな地域交通の移動手段の一つとしてデマンド交

通の導入に向け、実証実験を行っていますが、移動の目

的としての利用に、外出先での人との交流を通じて生き

がいや楽しみを実感できるよう、デマンド交通の利用促

進に努めてまいります。 

P42 目標②-1「ニーズに応じたデマンド交通の運行、

利用促進」の概要欄に以下のとおり追加しました。 

「さらに、デマンド交通を使って、地域活動や余暇活動な

ど、外出の機会を気軽に持つことによって、人との交流や

地域、社会との結びつきが増え、健康的で生きがいのあ

る日常生活につながるよう、利用促進を図ります。」 

1９ P4２ 

②－1 ニーズに応じた

デマンド交通の運行、

利用促進 

パブリック・コメント 

（服間地区 20 代） 

服間地区では鯖江市方面に買い物

等で出かける人が一定数いる。武

生方面への公共交通の整備に加え

て、鯖江市のつつじバスとの接続が

デマンド交通や自家用有償旅客運送等の隣接市町へ

の乗り入れについては、地域の皆さまからのご意見やご

要望を具体的にお聞きしたうえで、隣接市町や交通事業

者と乗り入れの可能性などについて協議する必要があり

13



報告事項４ 地域公共交通計画案について 

9 
 

できるような公共交通を整備してほ

しい。 

ます。 

鉄道や路線バス、他市への乗り入れやの乗り継ぎも含

め、複数の公共交通の選択や組合せにより、地域の皆さ

まのニーズに合った利便性の高い移動を提供できるよう

公共交通の見直しや再編を図ってまいります。 

 

 

 

２０ P４３ 

②－2 自家用有償旅

客運送の運行 

公共交通対策特別

委員会 

（令和６年１２月１６

日） 

スケジュールに「運行地域との意見

交換」を入れるべきではないか。運

行には地域の協力が不可欠である

ため、「地域との意見交換」は重要

な取り組みとなると思う。「地域」と

「笑顔」をつなぐため、また、サービ

ス向上に努力している地域の方に

市政も協力すると示すためにも、

「運行地域との意見交換」を実施ス

ケジュールに付け加えて視覚化して

いただきたい。 

自家用有償旅客運送の運行については、「地域の移

動と子どもは地域で守る」という地域の力で成り立って

いる事業であると考えています。地域の皆さまが主体と

なり、地域住民同士で支えあう地域交通として、持続的

に運行していくためには、市と地域との協力体制は不可

欠でありますので、定期的に地域との意見交換を行って

いく予定です。 

ご意見を踏まえ、計画案P４３の目標②―２ 自家用有

償旅客運行の事業概要及び実施事業等に地域との意見

交換を行うことについて追記しました。 

２１ P４４ 

目標②―４公共交通

についてのわかりや

すい情報発信 

総務委員会 

（令和６年１２月１３

日） 

公共交通全体がわかる情報提供が

必要ではないか。 

市民や来訪者が本市の複数ある公共交通や運行状況

を把握し、気軽に利用できるよう、市ホームページ等で

集約した情報を一元的に分かりやすく発信していきたい

と考えています。 

計画案 P４４の概要及び実施事業等に一元的な情報

発信を行うことを追記しました。 
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２２ P45 

目標③－１越前たけ

ふ駅の利便性向上 

利用促進 

公共交通対策特別

委員会 

（令和６年１２月１６

日） 

越前たけふ駅駐車場の方向性は市

民の関心も高く、駐車場の造成に

加え、有料化について検討してはど

うか。 

 

越前たけふ駅は開業以降、想定以上の多くの方にご

利用いただいている状況です。利用者アンケートにて、

利用目的や駐車日数などを把握し、改善点を探りなが

ら、駐車場の造成や有料化の是非などを今後、議論して

まいります。 

２３ P４５ 

③－１越前たけふ駅の

利便性向上と利用促

進 

P４６ 

③－２公共交通の乗

り継ぎの利便性向上 

P４７ 

③－３越前たけふ駅

からの多様な交通の

整備と情報発信 

パブリック・コメント 

（東地区 20 代） 

・特急が敦賀止まりになったことで、

関西方面への移動に不便を感じ

る。早期に北陸新幹線を大阪まで

つないでほしい。また要請活動の効

果を提示してほしい。 

 

北陸新幹線の早期大阪延伸を関係各所と連携し、要

請していくとともに、市ホームページにおいて、要請内容

や活動内容等、情報提供を行います。 

 

 

 

 

２４ P４６～４７ 

③－２公共交通の乗

継の利便性向上 

③－３越前たけふ駅

からの多様な交通の

整備と情報発信 

パブリック・コメント 

（東地区 20 代） 

・越前たけふ駅が孤立した駅になっ

ていると感じる。様々な公共交通で

結ばないことには市内外問わず、利

用者の獲得は難しい。越前市は観

光面では魅力的だが、交通面では

より充実した金沢や福井、敦賀へ人

が流れている。 

本市で新たな交通として運行しているデマンド交通

は、市民・観光客を問わず利用することができます。越前

たけふ駅にも停留所を設けており、現在、市内９地区で

運行しています。越前たけふ駅からハピラインふくい武

生駅や福武線たけふ新駅へも行くことができますので、

新幹線駅からの乗り換えも可能となっています。 

越前たけふ駅は、県内唯一の新駅であることから、駅

からの二次交通が重要であると認識しており、特に来訪

者が新幹線駅からスムーズに移動できるよう、多様な交

通の整備を行うとともに、分かりやすく利用しやすい公

共交通の情報発信を行い、利用促進を図ってまいりま
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す。 

２５ Ｐ４５～４７ 

目標③－１越前たけ

ふ駅の利便性向上と

利用促進 

目標③－２公共交通

の乗り継ぎの利便性

向上 

目標③－３越前たけ

ふ駅からの多様な交

通の整備と情報発信 

パブリック・コメント 

（東地区 60 代） 

・あらかじめ目的地までの料金が分

かる定額タクシーは来訪者にとって

安心感があり誰もが使いやすく安

全確実な移動手段であるタクシー

を利用しやすくなります。 

本年度実施された定額タクシー制

度はタクシー料金に対して利用者

の負担金額が極めて低額に設定さ

れていることなど制度の見直しが必

要と考えます。 

丹南地域定額タクシー事業の運営については、事業

者及び利用者双方にとって、利用しやすい制度となるよ

う、問題点や課題等について、担当の観光誘客課との情

報共有に努めてまいります。 

 

２６ Ｐ８ 

総合計画内 

北陸新幹線の利便性

向上 

Ｐ４５～４８ 

目標③一足伸ばして

訪れたくなる快適で多

様な「二次交通」 

Ｐ５１ 

④－４公共交通ネット

ワークの最適化 

 

 

 

パブリック・コメント 

（東地区 5０代） 

・北陸新幹線の利便性向上（P8

他）  運行されているハピライン武

生駅・越前たけふ駅間の路線バス

は本数が少なく、越前たけふ駅への

アクセスが非常に不便と感じる。ま

た、路線バスの運賃がハピラインで

福井駅に移動するより高いので、北

陸新幹線を利用する場合は、福井

駅から乗車した方が経済的にも割

安感がある。 

【対策】  現状以上に北陸新幹線

への接続を踏まえたダイヤに組み

直し、運賃もお手軽な値段（200～

300 円程度）にすることで利便性を

越前たけふ駅とハピラインふくい武生駅間のアクセス

については、課題があると認識しています。 

主要な交通結節点である越前たけふ駅への交通手段

については、タクシーのほか、新たな交通手段である予

約型のデマンド交通があり、令和５年１０月より実証実験

を行っています。昨年１０月の第 2 次実証実験を行う際

に見直しを行い、運行エリアを拡大して市内９地区で週

４日運行しています。事前登録は必要ですが、ハピライン

武生駅から越前たけふ駅までは、１回４００円で行くこと

ができ、路線バスのように運行ルートやダイヤが決めら

れていないため、時間的にも自由に移動ができます。 

路線バスなど既存の交通については、新たな交通の

導入に合わせて見直しを検討し、利便性の高い公共交

通ネットワークの最適化を図ってまいります。 
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向上するとともに、福井駅へハピラ

インで移動している方等を路線バ

スに誘導し収益性も改善を図る。ま

た、長期的な構想として越前たけふ

駅近郊に ショッピングモールを誘

致、公園を新設するなど、越前たけ

ふ駅周辺の活性化を図り観光客に

加え市内住民も集客し、公共交通

機関利用者の増加を図る。 

越前たけふ駅周辺については、企業誘致やまちづくり

の担当課において検討を進めています。市民や来訪者

にとって、越前たけふ駅へのアクセスや越前たけふ駅か

らの二次交通がより便利になるよう、多様な交通の整備

と情報発信に努めてまいります。 

 

２７ Ｐ４７ 

③－３越前たけふ駅

からの多様な交通の

整備と情報発信 

P４９ 

④－２交通分野のＤＸ

を推進 

 

パブリック・コメント 

（東地区 60 代） 

・北陸新幹線敦賀延伸に伴い福井

県内のタクシー事業者に配車アプ

リが導入され越前市もタクシー事

業者 2 社が配車アプリ対応とアプリ

画面上で表示されています。実際

には越前たけふ駅及び越前市内で

の配車アプリを使用してのタクシー

手配・予約が常時不可能な状況が

続いており改善が必要と考えます。 

タクシー配車アプリについては、市内タクシー事業者

や県タクシー協会、県と連携し、アプリの使用状況の把

握を行うとともに、運用の改善に向け、タクシー事業者と

意見交換を行うなど、対応を図ってまいります。 

 

２８ P５１ 

目標④－４公共交通

ネットワークの最適化 

第１回越前市地域公

共交通活性化協議

会（令和６年６月５日

（水）） 

・高齢者支援を行う中で、どのよう

な公共交通機関があれば地域の人

が使いやすいのか具体的に見えて

おらず難しい状況。様々な委員の

意見を聞きながら、自由に組み合わ

せて移動できる手段を検討してい

きたい。 

・地元の人だけでなく、外から来た

人が使いやすい交通手段を求む。 

既存の公共交通の見直しを行うとともに、新たな交通

であるデマンド交通や自家用有償旅客運送の導入のほ

か、次世代の交通であるライドシェア、自動運転などの実

証実験を進め、本市に適した公共交通ネットワークの再

編を行います。 

また、車を持たない高齢者や来訪者にとっても、分か

りやすく使いやすい公共交通を目指します。 
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・公共交通は通勤・通学、高齢者の

移動手段のみならず、新幹線駅か

らの移動手段としても大事である。 

2９ 

 

Ｐ５１ 

目標④―４ 公共交

通ネットワークの最適

化 

パブリック・コメント 

（東地区 60 代） 

・１世帯当たりの自家用乗用車の保

有台数が日本一の福井県では、そ

もそも公共交通の利用を増やして

いくのは難しいのではないかと感じ

ている。また、運転手不足も深刻だ

と言われている。そのような状況下

で、公共交通に税金を投入するに

も限度がある。越前市は東西に広

く、地域の特徴も様々であり、公共

交通を本当に必要としている人が

使いやすい公共交通を用意してい

ってほしい。 

今後、本市の公共交通ネットワークを最適化していく

にあたっては、現在の公共交通の利用者の状況や地域

が抱えている課題をしっかりと捉え、検討を進めてまい

ります。 

また、多様化する利用者のニーズや地域の課題に対

応し、需要と供給、収支のバランスが取れた持続可能な

公共交通の実現を目指します。 

３０ 

 

P５２ 

評価指標と目標設定 

 

 

第３回越前市地域公

共交通会議（令和６

年９月２７日） 

・評価指標について、市内公共交通

収支率だけでなく、他の評価指標

（利用者数や運行回数など）のよう

に目に見える具体的な指標も取り

入れてはどうか。 

・目標に対して、評価指標が１対１に

なっているが、それでよいのか。 

この時点では、骨子案の説明をさせていただきました

が、その後、計画案の作成段階において、評価指標につ

いては、計画全体の３つの指標（市民満足度、新交通シ

ステムにおける人口カバー率、年間利用者数）だけでな

く、市内公共交通の年間利用者数や運行回数、収支率

など、４つの目標ごとに対する目標値を定めた評価指標

を設定しました。 
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３１ P５２ 

評価指数と目標の設

定 

公共交通対策特別

委員会 

（令和６年１２月１６

日） 

自家用有償旅客運送の年間運行

R11 で 682 回とあるが、白山は一

月で 200 人利用見込みがあるた

め、もう少し目標値を高くしてはど

うか。 

目標値の設定根拠の内訳については、坂口、白山地

区の各地区の運行日に準じて年間運行予定回数に運行

日の追加を加味したうえで坂口地区 226 回、白山地

区 456 回とし、市全体の運行回数を６８２回としまし

た。 

また、１回あたりの利用人数は、これまでの利用実績等を

勘案し、平均５人とし、市全体の年間利用人数の目標値

を 3,400 人としています。 

白山地区の年間利用人数については、運行回数４５６回

×１回あたりの利用人数５人＝2,280 人と設定し、１月あ

たり１９０人となりますので、目標値としては、妥当である

と考えています。 

なお、目標値については、計画期間中における各地区

での運行日数の変更や利用者数の増減を都度把握しな

がら、目標値の柔軟な変更設定を行います。 

３２ 

 

P5３ 

地域公共交通計画の

達成状況の評価に関

する事項 

第３回越前市地域公

共交通活性化協議

会（令和６年１０月４

日） 

・計画策定時に設定する評価指標

項目は重要であり、チェックし、見

直しできる計画とすべき。 

 

P５３ 第３章「４ 地域公共交通計画の達成状況の評

価に関する事項」として、（１）PDCA サイクルの実行、

（２）進捗管理の実施体制のなかで、計画目標を達成す

るために行う事業の進捗状況を示すデータの集積と分

析を行うことについて記載しました。 

分析結果に基づき必要に応じて事業内容の見直しな

どを行うとともに、評価指標項目や目標値についても、

地域公共交通活性化協議会において、年度ごとに進捗

状況を諮り、計画全体の進捗管理を行っていきます。 
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３３ P８３～８４ 

活性化協議会と公共

交通会議の整理 

第３回越前市地域公

共交通会議（令和６

年９月２７日） 

・地域公共交通活性化協議会と地

域公共交通会議の関係性が分かる

よう、組織図を計画の中に明記して

はどうか。 

P8３資料編「３ 地域公共交通会議から地域公共交通

活性化協議会への事務移管について」に明記しました。 

３４ P８８～８９ 

SDGｓの取組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

パブリック・コメント 

（東地区 60 代） 

・公共交通機関を利用して越前市

を訪れる来訪者の中には高齢者や

障がいのある人、小さな子供連れ

の家族や外国人観光客など訪れる

人は様々です。車いすやベビーカ

ー、大きな荷物を伴っての乗降がし

やすいユニバーサルデザインの車

輛の導入や、外国人目線に立った

多言語による案内表示の充実が必

要と考えます。 

ＳＤＧｓの「誰一人として取り残さない」という基本理念

は、本計画の持続可能な地域公共交通にするための基

本的方針と合致するため、本計画の推進が SDGｓの推

進にもつながるものと考えます。年齢や国籍、障がいの

有無により、公共交通が利用できない、利用に支障があ

るということがないように配慮します。 

計画案 P９０にそれぞれの計画目標と関連性の強い開

発目標をまとめ、公共交通の観点からＳＤＧｓへ貢献する

ことを記載しました。 

３5 その他 

バスやデマンドとの連

携について 

公共交通対策特別

委員会 

（令和６年１２月１６

日） 

福鉄とハピラインは通学の流入流

出が多い。ハピライン・福鉄バスと

デマンド交通との連携を考えてはど

うか。 

 

デマンド交通は、本市の重要な交通結節点である越

前たけふ駅や武生駅、たけふ新駅での乗降が可能となっ

ており、様々な公共交通と接続しています。 

デマンド交通の運行日や運行時間の拡充を検討し、

通学や通勤、買い物、通院といった様々な移動ニーズに

対応できる交通システムの提供を図ります。 

３６ その他 

路線バス増便につい

て 

パブリック・コメント 

（無記名１０代） 

武生工業と商業が合併したら、ただ

でさえバスに乗る人が多いのにそ

れに乗れず学校に間に合わないと

思うのでもっと本数をふやしてほし

い。 

 

昨今の運転士不足により、県内では路線バスの減便・

廃線が相次ぎ、市内においても運転士不足によるバスの

見直し協議を行っていますが、必要な路線の精査を行

い、路線バスの安定運行を、引き続き支援していきます。 

また、鉄道やデマンド交通なども含め、複数の交通モ

ードを適材適所で効率的に利用できるよう、路線バスだ

けに頼らない公共交通を再編いたします。 
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３７ その他 

路線バス増便につい

て 

パブリック・コメント 

（無記名１０代） 

商工高校が合併した際に、バスの

本数を増やして欲しいです。雪が積

もった日などは混雑すると思いま

す。 

昨今の運転士不足により、県内では路線バスの減便・

廃線が相次ぎ、市内においても運転士不足によるバスの

見直し協議を行っていますが、必要な路線の精査を行

い、路線バスの安定運行を、引き続き支援していきます。 

また、鉄道やデマンド交通なども含め、複数の交通モ

ードを適材適所で効率的に利用できるよう、路線バスだ

けに頼らない公共交通を再編いたします。 

３８ その他 

まちづくりについて 

パブリック・コメント 

（無記名１０代以下） 

街灯が少なく歩道が危ない 

武生駅等の駐輪場が混むため自転

車を停められないことがある。 

街灯の設置や歩道の整備について、まちづくりの観点

から重要な視点だと認識しております。いただいたご意

見を担当課へ共有し、改善に努めます。 

また、駐輪場については、放置自転車の撤去や駐輪場

の整理など、利用者の方々が気持ちよくご利用いただけ

るよう、施設管理委託業者とともに対応していきます。 
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協議事項



 ２ 運行概要 /

越前市運営主体

サポートしらやま委託先

一般利用者 週２日（火・金）
高校生 週５日

運行日

一般利用者及び高校生
往復500円（片道250円）

利用料

運転手14人（1月8日時点）実施体制

ハイエース（運転手1人＋乗客9人）車両

協議事項１ 市民バスから自家用有償旅客運送への移行

 ３ 利用者実績

白山地区自家用有償旅客運送「お出かけしましょう しらやまGO！」の運行開始に伴い、市民バスの運行を廃止
し、自家用有償旅客運送に移行したい。
移行後の自家用有償旅客運送の運行概要は下記のとおりである。委託団体とともに地区住民に対し、さらなる

自家用有償旅客運送の周知と利用促進を図る。

計1月27日～
1月31日

1月20日～
1月26日

1月13日～
1月19日

1月7日～
1月12日

41人
（7人）

1人
（0人）

5人
（0人）

0人
（0人）

35人
（7人）

登録者
(内高校生)

60人
（36人）

17人
（11人）

17人
（11人）

13人
（6人）

13人
（8人）

利用者
(内高校生)

30回
（16回）

9回
（5回）

9回
（5回）

6回
（3回）

6回
（3回）

運行回数
(内高校生)

 １ 協議事項

白山地区の市民バスを、自家用有償旅客運送への移行を検証する。
該当路線：白山・大虫ルート（白山地区運行分のみ）
運行最終日：令和７年３月２９日（土）
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協議事項１ 市民バスから自家用有償旅客運送への移行

 ４ 自家用有償旅客運送への移行に対する対応

◆説明会・登録会の開催

希望の町内や団体を対象に説明会及び、登録会を委託先と協力し、開催する。
〈今後の予定〉
３月１２日（水） 区長会での説明
３月１４日（金） 白山地区の広報紙での周知、チラシを地区内全戸配布
４月未定 新区長への説明

 ５ 利用者の声
高校生 とても便利で、心地よい。親に送ってもらう時間とほぼ変わらない。

ありがたい反面、車に大きく「しらやまGO」の文字があるので恥ずかしい。
車内は思ったより広く、快適で、乗車中に勉強できるので良い。
帰りの時間も運行してほしい。
普段なかなか会えない、他校の同級生たちと会えるのがよい。
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大虫地区

白山地区
（廃止路線：鴉ヶ平～安養寺東口） 市街地

協議事項１ 市民バスから自家用有償旅客運送への移行

市街地～大虫地区の運行ルート・ダイヤの変更はなし
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市民バス：白山・大虫ルート

・運行日：火・土（週2日） 年間 103日運行（R6年度）
・便 数：1日4便（2往復） 年間 412回運行（R6年度）
・ルート：鴉ヶ平 ⇔ たけふ新駅

●市民バス利用状況（地区別）

１便あたり１日あたり年間
白山地区（R6年度）

降車乗車降車乗車降車乗車

0.040.010.150.04123鴉ヶ平1

0.060.040.260.182014下黒川2

0.210.260.861.036780上黒川3

0.280.271.101.088684都辺4

0.120.120.490.493838中野5

0.010.050.040.22317萩原6

0.020.020.080.0967牧・若須7

0.040.040.170.151312小杉8

0.010.000.030.0020粟野9

0.060.110.240.441934曽原10

0.210.250.831.016579安養寺南口11

0.460.521.822.06142161安養寺12

0.020.080.090.32725安養寺東口13

1.541.786.157.10480554計

大虫白山市街地全体地区別
利用者数(人)

Ｒ
６
年
度

1645547801,498乗車年間

1624808561,498降車

2.107.1010.0019.21乗車1日あたり

2.086.1510.9719.21降車

0.531.782.504.8乗車1便あたり

0.521.542.754.8降車

10.937.052.1ー乗車割合(％)

10.832.057.1ー降車

・市街地内の停留所からの乗車又は降車が多く、全体の50％以上を占めている。
→市街地循環ルートでの代用が可能。

・白山地区からの１日あたりの乗車人数は7.1人である。
→令和7年1月より開始した「自家用有償旅客運送（お出かけしましょう しらやまGO！）」の乗車定員が9人のため、移行可能。

●各停留所の利用状況

考
察

※運行日・回数は予定

（
4
月
～
12
月
）

協議事項１ 市民バスから自家用有償旅客運送への移行

4



協議事項２ 路線バス王子保河野海岸線の見直しについて

 １ 路線の概要 ・
【区 間】糠長島 ⇔ たけふ新駅
【キ ロ 程】25.2km／越前市 10.7km（42.46％）、南越前町 14.5km（57.54％）
【運行台数】3台（運転士3人） /

 ２ 見直し内容 ・h＜変更日：令和7年4月1日＞
① 運転士の慢性的な不足の解消のため、利用が少ない便を減便する。

日曜・祝日土曜平日便数
場所 変更（案）現状変更（案）現状変更（案）現状

－
9：10

13：30
－

－
9：10

13：30
－

減便
9：10

13：30
減便

6：40
9：10

13：30
16：50

6：40
9：10

13：30
減便

6：40
9：10

13：30
16：50

糠
長
島
発

－
12：30
14：40

－
－

－
12：30

－
17：40

－

－
12：30
14：40
減便
－

－
12：30
14：40
17：40

－

7：55
12：30
14：40

18：30

7：55
12：30
14：40
17：40
19：40

た
け
ふ
新
駅
発

4本4本4本7本7本9本本数計

【現 状】平日 9本、土曜 7本、日祝 4本 計56本/週
【変 更】平日 7本、土曜 4本、日祝 4本 計43本/週

時 間
見直し

時 間
見直し

5



協議事項２ 路線バス王子保河野海岸線の見直しについて

 ２ 見直し内容 ・
② 運転士の負担軽減のため、越前市内のルートを見直し、

停留所数を減小する。

停留所名№停留所名№停留所名№停留所名№

栄町31今宿21丸山団地11糠長島1

桜町32富士見ヶ丘22赤萩12糠2

蓬莱町33
ポリテク
センター福井

23桜橋13糠口3

広小路34塚原口24具谷14ゆうばえ4

越前市役所前35西四郎丸25春日野15甲楽城北出5

武生駅前36妙法寺口26野中16甲楽城6

たけふ新駅37松森27歴所17甲楽城口7

畷町28白崎18今泉8

常久29六中前19
河野住民
センター前

9

保健所前30王子保駅20河野10

【現状】25.2km／越前市 10.7km(42.5％)、南越前町 14.5km(57.5％)
【変更】23.0km／越前市 8.5km(37.0％)、南越前町 14.5km(63.0％)

⇒ これに伴い、運賃表も一部改訂

6



資
料

②
-1

王
子
保
河
野
海
岸
線
（
往
路
）

（
案
）

行
 

 
先

糠
長

島
糠

長
島

糠
長

島
糠

長
島

た
け

ふ
新

駅
▲

7:55
12:30

14:40
▲

18:30
武

生
駅

前
▲

7:57
12:32

14:42
▲

18:34
越

前
市

役
所

前
▲

7:59
12:34

14:44
▲

18:36
蓬

莱
町

▲
8:01

12:36
14:46

▲
18:38

桜
町

▲
8:02

12:37
14:47

▲
18:39

栄
町

▲
8:03

12:38
14:48

▲
18:40

保
健

所
前

▲
8:04

12:39
14:49

▲
18:41

常
久

▲
8:05

12:40
14:50

▲
18:42

畷
町

▲
8:06

12:41
14:51

▲
18:43

松
森

▲
8:09

12:44
14:54

▲
18:46

ポ
リ

テ
ク

セ
ン

タ
ー

福
井

▲
8:10

12:45
14:55

▲
18:47

白
崎

▲
8:14

12:49
14:59

▲
18:51

歴
所

▲
8:15

12:50
15:00

▲
18:52

野
中

▲
8:16

12:51
15:01

▲
18:53

春
日

野
▲

8:17
12:52

15:02
▲

18:54
具

谷
▲

8:21
12:56

15:06
▲

18:58
桜

橋
▲

8:25
13:00

15:10
▲

19:02
赤

萩
▲

8:27
13:02

15:12
▲

19:04
丸

山
団

地
▲

8:29
13:04

15:14
▲

19:06
河

野
▲

8:31
13:06

15:16
▲

19:08
河

野
住

民
セ

ン
タ

ー
▲

8:32
13:07

15:17
▲

19:09
今

泉
▲

8:33
13:08

15:18
▲

19:10
甲

楽
城

口
▲

8:35
13:10

15:20
▲

19:12
甲

楽
城

▲
8:36

13:11
15:21

▲
19:13

甲
楽

城
北

出
▲

8:37
13:12

15:22
▲

19:14
ゆ

う
ば

え
▲

8:37
13:12

15:22
▲

19:14
糠

口
▲

8:38
13:13

15:23
▲

19:15
糠

▲
8:39

13:14
15:24

▲
19:16

糠
長

島
▲

8:40
13:15

15:25
▲

19:17
▲

印
…

土
日

祝
日

運
休

（
12/30〜

1/3お
よ

び
振

替
休

日
を

含
む

）

時
 
刻
 
表
 
台
 
帳
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協議事項３ 路線バス高校線（商工高校線）の見直しについて

 １ 路線の概要 ・
【区 間】武生駅前 ⇔ 常久 ⇒ 武生商工高校
【便 数】1便

 ２ 見直し内容 ・＜変更日：令和7年4月1日＞
令和7年4月の武生商工高校のワンキャンパス化に伴い、
便数の追加及び経路の変更を行う。

武生商業高校 行行き先

■7：45武生駅前

■7：52常久

■8：04武生商業高校

武生商工高校 行武生商工高校 行行き先

■8：08－たけふ新駅

■8：10■7：45武生駅前

■8：17■7：52常久

■休校日運休

【変更前】

【変更後】

※本路線の運行経費に対する自治体の補助は無し

※増便分の運行経費は県高校教育課が補助を行う予定

10



 ２ 事務移管のイメージ /

協議事項４ 越前市地域公共交通活性化協議会への事務移管について

 １ 事務を移管する理由
令和７年度から、越前市地域公共交通計画に基づき、越前市地域公共交通活性化協議会にて事業を実施することになるため、
越前市地域公共交通会議で行ってきた担当事務を、法定協議会である越前市地域公共交通活性化協議会へ移管し、
公共交通事業全般に関する協議や事業を統一的かつ効果的に行うため

・乗合バス等の運行形態に関すること
・市が実施する有償運送の必要性や旅客からの
対価に関すること

地域公共交通計画の作成及び実施に関すること

事
務
を
移
管

越前市地域公共交通活性化協議会
（法定協議会）

・乗合バス等の運行形態に関すること

・市が実施する有償運送の必要性や旅客からの対価
に関すること

＜現在＞

＜令和７年度～＞

 ３ 改正日 令和７年４月１日

越前市地域公共交通活性化協議会
（法定協議会）

越前市地域公共交通会議
（市附属機関）

・地域公共交通計画の作成、変更に関すること

・地域公共交通計画に基づく事業の実施に関すること

①地域の公共交通全般に関する協議の一元化
②地域公共交通計画に基づく事業の実施

※越前市地域公共交通会議は廃止

11



越前市地域公共交通活性化協議会越前市地域公共交通会議

地域公共交通の活性化及び再生に関する法律第６条越前市附属機関設置条例第２条設置根拠

地域公共交通計画の作成及び実施に関する協議公共交通の利用促進及び活性化施策等に関する調査審議担任事務

・地域公共交通計画の作成及び変更に関する事項
・地域公共交通計画の実施に関する協議や同計画に位置付けられた事業の
実施に関する事項

・地域の実情に応じた乗合旅客輸送の態様等に関する事項
・市が実施する有償運送の必要性及び旅客から収受する対価に関する事項

協議事項

年５回（令和６年度）年２～４回開催

協議が整った場合
・地域公共交通計画の策定、変更、同計画実施への許認可手続きの簡素化

協議が整った場合
・許認可手続きの標準処理期間の短縮

メリット

地域の公共交通全般乗合バス、乗合タクシー、自家用有償旅客運送
対象となる
交通モード

・住民または利用者の代表者
・学識経験を有する者
・国、県の関係行政機関の職員
・公安委員会
・道路管理者
・公共交通事業者等及びその組織する団体の代表者
・市
・その他市が必要と認める者

・住民または利用者の代表
・学識経験を有する者
・福井運輸支局長またはその指名する者
・福井県の関係行政機関の職員
・旅客自動車運送事業者及びその関係団体の職員
・市議会議員
・市職員

構成員

行える行えない事業の実施

協議事項４ 越前市地域公共交通活性化協議会への事務移管について

 ４ 越前市地域公共交通会議及び越前市地域公共交通活性化協議会の比較
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資料
（報告事項２）



1



2



【旧】_608_蓑脇町ふれあい会館

3



4



5
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資料
（協議事項２）



糠
長
島

糠
糠
口

ゆ
う
ば
え

甲
楽
城
北
出

甲
楽
城

甲
楽
城
口

今
泉

河
野
住
民
セ
ン
タ
ー
前

河
野

丸
山
団
地

赤
萩

桜
橋

具
谷

春
日
野

野
中

歴
所

白
崎

六
中
前

J
R
王
子
保
駅

今
宿

富
士
見
ヶ
丘

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
福
井

塚
原
口

西
四
郎
丸

妙
法
寺
口

松
森

畷
町

常
久

保
健
所
前

栄
町

桜
町

蓬
莱
町

広
小
路

越
前
市
役
所
前

J
R
武
生
駅
前

た
け
ふ
新
駅

計

6:40 乗 1 1 1 2 5
松森経由 降 1 4 5
乗客数 1 1 1 1 1 2 2 2 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 2 4 4 4 4 4 4 0 0
9:10 乗 2 1 1 1 5

妙法寺経由 降 1 1 3 5
乗客数 0 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 3 4 4 5 5 5 5 5 4 4 4 4 4 4 3 0 0
13:30 乗 1 1 2

妙法寺経由 降 1 1 2
乗客数 1 0 0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0
16:50 乗 1 1 2

妙法寺経由 降 1 1 2
乗客数 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 1 0

乗 3 2 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 0 0 0 0 0 2 1 0 0 0 0 0 0 14
降 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 1 0 0 0 1 9 1 14
乗 0.8 0.5 0.0 0.0 0.0 0.3 0.0 0.0 0.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.3 0.3 0.3 0.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.5 0.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 3.5
降 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.5 0.0 0.3 0.0 0.0 0.0 0.3 2.3 0.3 3.5

た
け
ふ
新
駅

J
R
武
生
駅
前

越
前
市
役
所
前

蓬
莱
町

桜
町

栄
町

保
健
所
前

常
久

畷
町

松
森

妙
法
寺
口

西
四
郎
丸

塚
原
口

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
福
井

富
士
見
ヶ
丘

今
宿

J
R
王
子
保
駅

六
中
前

白
崎

歴
所

野
中

春
日
野

具
谷

桜
橋

赤
萩

丸
山
団
地

河
野

河
野
住
民
セ
ン
タ
ー
前

今
泉

甲
楽
城
口

甲
楽
城

甲
楽
城
北
出

ゆ
う
ば
え

糠
口

糠
糠
長
島

計

7:55 乗 2 3 5
妙法寺経由 降 4 1 5

乗客数 2 5 5 5 5 5 5 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
12:30 乗 1 1 1 1 4

妙法寺経由 降 2 1 1 4
乗客数 1 2 2 2 2 2 2 3 3 3 3 3 3 3 3 1 2 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0
14:40 乗 1 1 2

妙法寺経由 降 1 1 2
乗客数 0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
17:40 乗 1 1 2

妙法寺経由 降 1 1 2
乗客数 0 1 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 1 0
19:40 乗 1 1

松森経由 降 1 1
乗客数 0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0

乗 3 7 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 14
降 0 0 0 0 0 0 0 4 0 0 0 0 0 2 0 2 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 3 1 14
乗 0.6 1.4 0.0 0.2 0.0 0.0 0.0 0.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.8
降 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.4 0.0 0.4 0.0 0.0 0.0 0.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.6 0.2 2.8

6月 13日（木） 河野線乗降人数

糠長島⇒たけふ新駅

計

1便当たり
平均乗降人数

たけふ新駅⇒糠長島

計

1便当たり
平均乗降人数

1

協議事項（2）参考資料



糠
長
島

糠
糠
口

ゆ
う
ば
え

甲
楽
城
北
出

甲
楽
城

甲
楽
城
口

今
泉

河
野
住
民
セ
ン
タ
ー
前

河
野

丸
山
団
地

赤
萩

桜
橋

具
谷

春
日
野

野
中

歴
所

白
崎

六
中
前

J
R
王
子
保
駅

今
宿

富
士
見
ヶ
丘

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
福
井

塚
原
口

西
四
郎
丸

妙
法
寺
口

松
森

畷
町

常
久

保
健
所
前

栄
町

桜
町

蓬
莱
町

広
小
路

越
前
市
役
所
前

J
R
武
生
駅
前

た
け
ふ
新
駅

計

6:40 乗 1 1 2 4
松森経由 降 1 3 4
乗客数 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 4 4 4 4 4 3 0 0
9:10 乗 6 1 1 1 1 1 11

妙法寺経由 降 1 2 8 11
乗客数 6 7 7 7 8 8 8 8 8 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 10 10 10 10 10 10 11 11 11 10 8 8 8 8 0 0
13:30 乗 1 1

妙法寺経由 降 1 1
乗客数 1 0 0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0
16:50 乗 1 1

妙法寺経由 降 1 1
乗客数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0

乗 8 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 1 0 2 0 0 0 0 0 0 0 17
降 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 3 0 0 1 12 0 17
乗 2.0 0.3 0.0 0.0 0.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.3 0.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.3 0.0 0.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 4.3
降 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.3 0.8 0.0 0.0 0.3 3.0 0.0 4.3

た
け
ふ
新
駅

J
R
武
生
駅
前

越
前
市
役
所
前

蓬
莱
町

桜
町

栄
町

保
健
所
前

常
久

畷
町

松
森

妙
法
寺
口

西
四
郎
丸

塚
原
口

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
福
井

富
士
見
ヶ
丘

今
宿

J
R
王
子
保
駅

六
中
前

白
崎

歴
所

野
中

春
日
野

具
谷

桜
橋

赤
萩

丸
山
団
地

河
野

河
野
住
民
セ
ン
タ
ー
前

今
泉

甲
楽
城
口

甲
楽
城

甲
楽
城
北
出

ゆ
う
ば
え

糠
口

糠
糠
長
島

計

7:55 乗 2 1 3
妙法寺経由 降 2 1 3

乗客数 2 3 3 3 3 3 3 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
12:30 乗 2 2

妙法寺経由 降 1 1 2
乗客数 0 2 2 2 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
14:40 乗 2 2

妙法寺経由 降 1 1 2
乗客数 2 2 2 2 2 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0
17:40 乗 2 2 4

妙法寺経由 降 1 1 1 1 4
乗客数 2 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 3 3 3 3 3 3 3 2 2 2 2 2 2 1 1 1 0
19:40 乗 0

松森経由 降 0
乗客数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

乗 6 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 11
降 0 0 0 0 0 0 1 3 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 1 1 11
乗 1.2 1.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.2
降 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.2 0.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.2 0.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.2 0.0 0.2 0.2 2.2

6月 14日（金） 河野線乗降人数

糠長島⇒たけふ新駅

計

1便当たり
平均乗降人数

たけふ新駅⇒糠長島

計

1便当たり
平均乗降人数

2
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6:40 乗 1 1 2
松森経由 降 1 1 2
乗客数 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 1 0 0
9:10 乗 1 1 1 3

妙法寺経由 降 1 2 3
乗客数 0 0 0 0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2 2 2 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 2 0 0
13:30 乗 1 1 2

妙法寺経由 降 1 1 2
乗客数 1 0 0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 1 1 1 1 1 0 0
16:50 乗 0

妙法寺経由 降 0
乗客数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

乗 2 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 7
降 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 2 4 0 7
乗 0.5 0.0 0.0 0.0 0.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.3 0.3 0.0 0.0 0.0 0.3 0.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.8
降 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.3 0.0 0.0 0.0 0.5 1.0 0.0 1.8
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12:30 乗 2 1 3
妙法寺経由 降 1 1 1 3

乗客数 0 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 1 1 2 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0
14:40 乗 1 2 3

妙法寺経由 降 1 1 1 3
乗客数 1 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 2 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
17:40 乗 1 1 2

妙法寺経由 降 1 1 2
乗客数 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

乗 2 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 8
降 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2 0 0 1 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 8
乗 0.7 1.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.7
降 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.3 0.7 0.0 0.0 0.3 0.3 0.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.3 0.0 0.0 0.0 0.0 2.7

6月 15日（土） 河野線乗降人数

糠長島⇒たけふ新駅

計

1便当たり
平均乗降人数

たけふ新駅⇒糠長島

計

1便当たり
平均乗降人数
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